
主要施策名：（２）コミュニティ活動の充実

基本目標(章) 主要施策(節) 施策区分
事務事業
コード

事務事業 所管課

622-1 岱明防災コミュニティセンター建設事業 コミュニティ推進課

622-2 自治公民館施設整備事業 コミュニティ推進課

（３）地域コミュニティ
の担い手育成

623-1 公民館支館活動推進事業 コミュニティ推進課

事務事業本数：3

⑥公平で誇りの
持てる社会づくり

（２）コミュニティ活
動の充実

（２）コミュニティ活動
拠点の整備



≪基本情報≫

■

□

■ □

□ □ ■ □

□ □

■ □ 】 款 9 項 1 目 6 1

≪事務事業の目的≫

≪事務事業の概要≫
□ ■ □

【 【 【

□ □ ■ □ □ 】

■ □ □ □ □ 】

≪事務事業実施に係るコスト≫

会計年度任用職員の年間平均給与額（千円） 1,950 1,632 1,786

合　　　　　計 3,833 39,382 233,133 357,721

小　　　　計 3,833 1,643 1,828 1,625

人
件
費

職
員
の

職員人工数 0.70 0.30 0.35 0.30

職員の年間平均給与額（千円） 5,476 5,476 5,223 5,418

会計年度任用職員人工数

[再掲]臨時・非常勤職員人件費（千円） 0

0.00 0.00 0.00

76,452

小　　　　計 0 37,739 231,305 356,096 664,152

一般財源 0 14,339 18,905 43,096

0

その他 0 0 0 0 0

受益者負担 0 0 0 0

0 23,400 212,400 313,000 587,700

全体計画

投
入
コ
ス
ト

事
業
費

(

千
円

)

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起債

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算

事務事業の具体的内容
・老朽化が著しく耐震安全性も確保されていない岱明町公民館につい
て、本市の公共施設マネジメント方針である公共施設適正配置計画を
考慮し建て替えを進める。

⇒

事務事業を構成する細事業（　1　）本

① 岱明防災コミュニティセンター建設事業

②

③

その他【

実施方法 直営 全部委託・請負 一部委託・請負 補助金等交付 その他【

事業主体 国 県 市 民間

事業期間
単年度のみ 単年度繰返し 期間限定複数年度

年度】 H30 年度から】 年度～ 年度まで】

対象
(誰、何に対して、受益者等）

岱明町公民館、公民館利用者、市民

意図
（どのような状態にしたいか）

生涯学習活動やまちづくりに寄与する公民館の役割を果たすため、また地域間における連帯感の醸成や連携意識の向上を図る
ためのコミュニティ活動拠点として、新たな公民館で何ができるかという機能を重視し、利用状況に応じた必要な空間や設備を整備
する。また、将来の財政的観点を考慮した効率的で効果的な運営管理となる施設とする。併せて、本来の目的である防災の拠点
を整備する。

会計区分 一般会計 特別･企業会計【 細目

事業区分
ソフト事業 義務的事業 建設・整備事業 施設の維持管理事業

内部管理事務 計画等の策定及び進捗管理事務

事務事業の実施背景（ど
のような問題又はニーズが
あるのか）

昭和４１年に建設された岱明町公民館は、築５５年以上が経過しており老朽化が著しく、また旧耐震基準の建物で耐
震安全性も確保されておらず、また現在の利用状況からみて利便性の向上のための改修が必要となっている。

法令、県･市条例等【 】
実施の根拠

（複数回答可）

市長公約

その他の計画【 第2次玉名市行政改革大綱、玉名市公共施設適正配置計画 】 該当なし

総合計画での位置付け

基本目標（章） ⑥公平で誇りの持てる社会づくり 　重点
　施策

主要施策（節） （２）コミュニティ活動の充実

□ 該当施策区分 （２）コミュニティ活動拠点の整備

事務事業の名称 岱明防災コミュニティセンター建設事業
所管課 コミュニティ推進課

作成者（担当者） 岸田　稔

事務事業コード 622-1 実施 令和04年度(令和03年度実績)

事務ふりかえりシート

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【7】

【8】

【9】

【10】

【11】

【14】

【13】

【6】

【12】

【15】

【16】

【17】



≪事務事業の手段と活動指標≫

①

②

③

≪コスト評価による年度比較≫

)

≪事務事業の成果≫

≪事務事業の評価≫

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

■

□

■

■

□

□

□

□

□

□

□ ・受益者負担がある ⇒ □ ・金額が妥当 □ ・金額が高すぎる、または安すぎる ％】

□ ・受益者負担が無い ⇒ □ ・設定できる □ ・設定できない理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

≪前回からのふりかえり結果と今後の方向性≫

□ ■ □

□ □ □ 終了

□

□

■評価責任者記入欄■

評価責任者（課長）の所見

地域の防災拠点と避難所機能を併せもつ公民館として、財源は、交付税措置のある有利な緊急防災・
減災事業債を活用し、岱明防災コミュニティセンター建設事業として実施した。令和３年度は外構工事１
期工事（擁壁・駐車場整備・出入り口整備）を完了するとともにR３.１０月から建設事業（本体工事）に着
手することができた。次年度も引き続き供用開始に向け事業を推進していく。

評価責任者

西川　慶一郎

次年度への予算反映（連動）
・増額 （細事業名）

・減額 （細事業名）

B
執行方法の改善 休止・廃止

今後の方向性に対する
見直し・改善の具体的内容

建設工事を計画的に実行し、令和５年度の完成を目指す。

今後の方向性
拡充して継続 現状のまま継続 縮小して継続

総合判定

公
平
性

・負担率【 0.00

前回のふりかえりに対して
見直し・改善状況

建設工事を計画的に実行し、令和５年度の完成を目指す。

有
効
性

・成果指標を設定している 有効性評価

・成果指標の目標値を達成した a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・現在の事業を継続しても成果の向上は期待できない

・手段を工夫することで、さらに成果を向上させることができる

・法定事務であり成果は求めにくい

・事業について積極的にHPや広報等で情報提供している
b

・事業には地域住民、NPO、ボランティア団体等が参画している

・国/県/民間が行っている事業と重複、または、他の部等に類似・重複した事務事業があるため、事業内容を見直す余地がある

効
率
性

・コスト評価の対前年度比は、前年度と比較して改善している 効率性評価

・直近２年で、コスト削減の努力・または検討はしているが、下がる余地は小さい a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・民間など、他の実施主体を活用し、成果を維持したまま事業費等の削減が可能である

・電子化等の事務改善、契約や人員の見直し、市の負担（補助）割合を下げること等により、コスト削減の余地がある

・サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない
b

・現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

＊成果未達成時の理由

評価の視点 評価結果

妥
当
性

・市が実施するよう法令等で義務づけられている 妥当性評価

・法令等で義務づけられてないが、実施しなければ多くの対象の生活や活動等に支障をきたす a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・市が事業へ関与する必要が薄れている

・対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

・利用者、対象者の減少など、市民ニーズの低下傾向がみられる

・現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である
b

・事業開始当初の目的から変化してきている

・厳しい財政状況の中、実施する緊急性が認められない

2

10 35 35

10 35
1 事業進捗率 進捗状況 ％

66.67% （↓）

成果指標（意図の数値化） 計算方法又は説明 単位
R01目標 R02目標 R03目標 R04目標

R01実績 R02実績 R03実績

コ
ス
ト
評
価 コスト評価（対前年比） *** 0.00% （－） 25.00% （↓）

357,721

対象１単位あたりのコスト（千円） 0 1 4 6

R04年度予算

対象（ 市民 66319 65817 65189 64303

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算

投入コスト合計（千円） 3,833 39,382 233,133

R02実績 R03実績 R04計画

岱明防災コミュニティセン
ター建設事業

建て替え工事を行う。 設計、工事 設計 外構、建築 建築、解体、外構

事務事業を構成する細事業 手段（細事業の具体的内容） 活動指標 単位 R01実績

【18】

【20】

【２６】

【２５】

【２７】

【19】

【２１】

【２２】

【２３】

【２４】

【２8】



≪基本情報≫

□

■

■ □

■ □ □ □

□ □

■ □ 】 款 10 項 5 目 2 8

≪事務事業の目的≫

≪事務事業の概要≫
□ ■ □

【 【 【

□ □ ■ □ □ 】

□ □ □ ■ □ 】

≪事務事業実施に係るコスト≫

会計年度任用職員の年間平均給与額（千円） 1,950 1,632 1,786

合　　　　　計 4,572 3,560 2,486 3,284

小　　　　計 3,012 2,190 1,306 1,084

人
件
費

職
員
の

職員人工数 0.55 0.40 0.25 0.20

職員の年間平均給与額（千円） 5,476 5,476 5,223 5,418

会計年度任用職員人工数

[再掲]臨時・非常勤職員人件費（千円） 0

0.00 0.00 0.00

0

小　　　　計 1,560 1,370 1,180 2,200 0

一般財源 1,560 1,370 1,180 2,200

0

その他 0 0 0 0 0

受益者負担 0 0 0 0

0 0 0 0 0

全体計画

投
入
コ
ス
ト

事
業
費

(

千
円

)

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起債

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算

事務事業の具体的内容

社会教育の推進に必要な自治公民館の活動を促進し、社会教育活動
の振興発展を図るため、自治公民館を整備しようとする地区に対して
補助金を交付する。
新築（建築後24年以上の建替えを含む）及び購入（建築後10年以内）
の場合は、事業費の3分の1かつ上限300万円。増築・改築の場合は、
事業費の3分の1かつ上限100万円。修繕の場合は、事業費の3分の1
かつ上限30万円。

⇒

事務事業を構成する細事業（　1　）本

① 自治公民館施設整備補助事業

②

③

その他【

実施方法 直営 全部委託・請負 一部委託・請負 補助金等交付 その他【

事業主体 国 県 市 民間

事業期間
単年度のみ 単年度繰返し 期間限定複数年度

年度】 Ｈ17 年度から】 年度～ 年度まで】

対象
(誰、何に対して、受益者等）

市民、自治公民館

意図
（どのような状態にしたいか）

自治公民館の新築及び修繕の経費を市より補助することで、住民の学習意欲に答え、地域づくりの拠点として施設
の安全及び利便性を向上させる。

会計区分 一般会計 特別･企業会計【 細目

事業区分
ソフト事業 義務的事業 建設・整備事業 施設の維持管理事業

内部管理事務 計画等の策定及び進捗管理事務

事務事業の実施背景（ど
のような問題又はニーズが
あるのか）

玉名市内には258箇所の自治公民館が存在している。自治公民館は、地域住民の一番身近な交流施設であり、建
物の中には、老朽化している建物が数多く存在しているため、生涯学習の場並びに交流施設としての充実を図る必
要がある。

法令、県･市条例等【 玉名市自治公民館施設整備費補助金交付要綱 】
実施の根拠

（複数回答可）

市長公約

その他の計画【 玉名市教育振興基本計画 】 該当なし

総合計画での位置付け

基本目標（章） ⑥公平で誇りの持てる社会づくり 　重点
　施策

主要施策（節） （２）コミュニティ活動の充実

□ 該当施策区分 （２）コミュニティ活動拠点の整備

事務事業の名称 自治公民館施設整備事業
所管課 コミュニティ推進課

作成者（担当者） 山川　祐樹

事務事業コード 622-2 実施 令和04年度(令和03年度実績)

事務ふりかえりシート

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【7】

【8】

【9】

【10】

【11】

【14】

【13】

【6】

【12】

【15】

【16】

【17】



≪事務事業の手段と活動指標≫

①

②

③

≪コスト評価による年度比較≫

)

≪事務事業の成果≫

≪事務事業の評価≫

□

■

□

□

□

■

□

□

□

□

□

□

■

□

■

□

□

□

□

□

□

□

□ ・受益者負担がある ⇒ □ ・金額が妥当 □ ・金額が高すぎる、または安すぎる ％】

■ ・受益者負担が無い ⇒ □ ・設定できる ■ ・設定できない理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

≪前回からのふりかえり結果と今後の方向性≫

□ ■ □

□ □ □ 終了

□

□

■評価責任者記入欄■

評価責任者（課長）の所見

自治公民館は、まちづくりや生涯学習、地域コミュニティなどの活動拠点施設となっており、老朽化して
いる自治公民館も多く、計画的かつ緊急的に修繕が必要な施設に十分に対応できる予算の確保が必
要である。地域活動の振興を図るために、その拠点となる施設の整備費について市が支援することは
必須である。

評価責任者

西川　慶一郎

次年度への予算反映（連動）
・増額 （細事業名）

・減額 （細事業名）

C
執行方法の改善 休止・廃止

今後の方向性に対する
見直し・改善の具体的内容

引き続き、地域活動の拠点である自治公民館の整備補助を実施する。高齢介護課の介護予防拠点整備補助金（100%補助、
上限有）も該当するような修繕であればご案内している。しかし、修繕後に追加で介護予防補助金に該当するような修繕の申
し込みや相談も多いことから、申請をする際には十分に検討するよう区長に説明をし、区の負担を減らすよう働きかける。

今後の方向性
拡充して継続 現状のまま継続 縮小して継続

総合判定

公
平
性

・負担率【 0.00

補助金であるため

前回のふりかえりに対して
見直し・改善状況

令和３年度より実施されている次年度の要望調査（各区長を対象とした自治公民館修繕予定の調査）により、実情に沿った予
算編成が実践できるようになった。
突発的な修繕にも柔軟に対応できるよう、余裕を持たせた予算編成を実践している。

有
効
性

・成果指標を設定している 有効性評価

・成果指標の目標値を達成した a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・現在の事業を継続しても成果の向上は期待できない

・手段を工夫することで、さらに成果を向上させることができる

・法定事務であり成果は求めにくい

・事業について積極的にHPや広報等で情報提供している
c

・事業には地域住民、NPO、ボランティア団体等が参画している

・国/県/民間が行っている事業と重複、または、他の部等に類似・重複した事務事業があるため、事業内容を見直す余地がある

効
率
性

・コスト評価の対前年度比は、前年度と比較して改善している 効率性評価

・直近２年で、コスト削減の努力・または検討はしているが、下がる余地は小さい a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・民間など、他の実施主体を活用し、成果を維持したまま事業費等の削減が可能である

・電子化等の事務改善、契約や人員の見直し、市の負担（補助）割合を下げること等により、コスト削減の余地がある

・サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない
b

・現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

＊成果未達成時の理由
５件の修繕及び新築を予定していたが、修繕内容や目的と交付条件の合致する宝くじ助成金及び介護予防補助金を利用される区
が多かったため、交付対象が２件に減少したことによるもの。

評価の視点 評価結果

妥
当
性

・市が実施するよう法令等で義務づけられている 妥当性評価

・法令等で義務づけられてないが、実施しなければ多くの対象の生活や活動等に支障をきたす a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・市が事業へ関与する必要が薄れている

・対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

・利用者、対象者の減少など、市民ニーズの低下傾向がみられる

・現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である
b

・事業開始当初の目的から変化してきている

・厳しい財政状況の中、実施する緊急性が認められない

2

45.3 47.6 48.45

43.4 45.8 46.51
1 自治公民館整備率

Ｈ17年度以降の補助金累計交付件数/全自
治公民館数（258）×100

％
43.4

189.19% （↑）

成果指標（意図の数値化） 計算方法又は説明 単位
R01目標 R02目標 R03目標 R04目標

R01実績 R02実績 R03実績

コ
ス
ト
評
価 コスト評価（対前年比） *** 110.12% （↑） 47.71% （↓）

3,284

対象１単位あたりのコスト（千円） 653 593 1,243 657

R04年度予算

対象（ 補助金交付件数 7 6 2 5

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算

投入コスト合計（千円） 4,572 3,560 2,486

118 120 125
公民館の新築・改修・修繕を行う行政区に対
し、補助金交付を行う。 補助金交付累計件数 件 112

R02実績 R03実績 R04計画

自治公民館施設整備補助
事業

公民館の新築・改修・修繕を行う行政区に対
し、補助金交付を行う。

補助金交付単年度件
数

件 7 6 2 5

事務事業を構成する細事業 手段（細事業の具体的内容） 活動指標 単位 R01実績
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≪基本情報≫

□

■

■ □

■ □ □ □

□ □

■ □ 】 款 10 項 5 目 2 7

≪事務事業の目的≫

≪事務事業の概要≫
□ ■ □

【 【 【

□ □ ■ □ □ 】

□ □ ■ □ □ 】

≪事務事業実施に係るコスト≫

会計年度任用職員の年間平均給与額（千円） 1,950 1,632 1,786

合　　　　　計 17,940 17,745 14,499 18,039

小　　　　計 10,404 9,782 9,323 9,738

人
件
費

職
員
の

職員人工数 1.90 1.53 1.56 1.56

職員の年間平均給与額（千円） 5,476 5,476 5,223 5,418

会計年度任用職員人工数

[再掲]臨時・非常勤職員人件費（千円） 771

0.72 0.72 0.72

0

小　　　　計 7,536 7,963 5,176 8,301 0

一般財源 7,536 7,963 5,176 8,301

0

その他 0 0 0 0 0

受益者負担 0 0 0 0

0 0 0 0 0

全体計画

投
入
コ
ス
ト

事
業
費

(

千
円

)

国庫支出金 0 0 0 0 0

県支出金 0 0 0 0 0

起債

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算

事務事業の具体的内容

　地域力向上と住民主体の活動を推進するため、支館長会議や支館
長研修会及び公民館研修会等に支館長及び公民館職員が参加し、支
館活動の実践例を学び支館長相互の交流を図り、事業の活性を図る。
　支館運営については、各支館に委託しており、地域性にあった各種ス
ポーツ大会や文化事業などが自主的に実施できるように支援する。

⇒

事務事業を構成する細事業（　5　）本

① 玉名市公民館支館長育成事業

② 玉名市公民館支館活動推進事業

③ 岱明町公民館支館事業支援業務

その他【

実施方法 直営 全部委託・請負 一部委託・請負 補助金等交付 その他【

事業主体 国 県 市 民間

事業期間
単年度のみ 単年度繰返し 期間限定複数年度

年度】 Ｈ17 年度から】 年度～ 年度まで】

対象
(誰、何に対して、受益者等）

市民、支館

意図
（どのような状態にしたいか）

支館長会議、研修会等の開催や委託料（運営費）での支館活動を支援し、支館長を中心にした支館活動の活発化を
図るとともに、地域住民の連帯を図る。また、多くの支館が実施しているレクリエーション性の強い事業に加え、生活
改善や地域振興へつながる事業の提案を行う。

会計区分 一般会計 特別･企業会計【 細目

事業区分
ソフト事業 義務的事業 建設・整備事業 施設の維持管理事業

内部管理事務 計画等の策定及び進捗管理事務

事務事業の実施背景（ど
のような問題又はニーズが
あるのか）

生涯学習社会の確立のためには、各支館活動の充実が不可欠であることから、それぞれの支館が個性や創造性を
生かした計画づくりを行うとともに、地域の担い手の育成を積極的に推進する必要がある。

法令、県･市条例等【 社会教育法、玉名市公民館条例 】
実施の根拠

（複数回答可）

市長公約

その他の計画【 玉名市教育振興基本計画 】 該当なし

総合計画での位置付け

基本目標（章） ⑥公平で誇りの持てる社会づくり 　重点
　施策

主要施策（節） （２）コミュニティ活動の充実

■ 該当施策区分 （３）地域コミュニティの担い手育成

事務事業の名称 公民館支館活動推進事業
所管課 コミュニティ推進課

作成者（担当者） 山川　祐樹

事務事業コード 623-1 実施 令和04年度(令和03年度実績)

事務ふりかえりシート

【1】

【2】

【3】

【4】

【5】

【7】

【8】

【9】

【10】

【11】

【14】

【13】

【6】

【12】

【15】

【16】

【17】



≪事務事業の手段と活動指標≫

①

②

③

≪コスト評価による年度比較≫

)

≪事務事業の成果≫

≪事務事業の評価≫

□

□

□

□

□

□

■

□

□

■

□

□

■

□

■

□

□

■

□

□

□

□

□ ・受益者負担がある ⇒ □ ・金額が妥当 □ ・金額が高すぎる、または安すぎる ％】

■ ・受益者負担が無い ⇒ □ ・設定できる ■ ・設定できない理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　））

≪前回からのふりかえり結果と今後の方向性≫

□ □ □

■ □ □ 終了

□

□

■評価責任者記入欄■

評価責任者（課長）の所見

支館事業を通じ、地域住民の親睦が深まり、様々な文化・スポーツ事業を実施することにより、顔のみ
える人づきあいが促進され地域の活性化に繋がっている。支館長・事務局研修は、地域課題を考え新
たな事業を創出することに有効であった。今後も地域の実情に応じた事業展開が期待でき、地域づくり
に繋がることから支援を継続していく必要がある。

評価責任者

西川　慶一郎

次年度への予算反映（連動）
・増額 （細事業名）

・減額 （細事業名）

C
執行方法の改善 休止・廃止

今後の方向性に対する
見直し・改善の具体的内容

昨年度から開始した支館長及び支館事務局研修について、内容の充実を図りながら３回の実施を計画している。
地域のリーダーとして学びを深めることで、支館活動をより円滑に柔軟に実施できるものと考え、お互いの情報交換を交えな
がらより良い事業の実践に向けてサポートする。

今後の方向性
拡充して継続 現状のまま継続 縮小して継続

総合判定

公
平
性

・負担率【 0.00

該当しないため

前回のふりかえりに対して
見直し・改善状況

より多くの支館長及び支館事務局に参加いただけるような研修会の実施を目指し、内容の充実を図るとともに情報交換の時
間を十分に用意する。支館同士が繋がるきっかけを作ることで互いの情報交換を円滑化し、よりニーズに応じた事業運営がで
きるものと考える。

有
効
性

・成果指標を設定している 有効性評価

・成果指標の目標値を達成した a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・現在の事業を継続しても成果の向上は期待できない

・手段を工夫することで、さらに成果を向上させることができる

・法定事務であり成果は求めにくい

・事業について積極的にHPや広報等で情報提供している
c

・事業には地域住民、NPO、ボランティア団体等が参画している

・国/県/民間が行っている事業と重複、または、他の部等に類似・重複した事務事業があるため、事業内容を見直す余地がある

効
率
性

・コスト評価の対前年度比は、前年度と比較して改善している 効率性評価

・直近２年で、コスト削減の努力・または検討はしているが、下がる余地は小さい a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・民間など、他の実施主体を活用し、成果を維持したまま事業費等の削減が可能である

・電子化等の事務改善、契約や人員の見直し、市の負担（補助）割合を下げること等により、コスト削減の余地がある

・サービスを維持するためこれ以外、他に手段が見当たらない
a

・現在の手段は過剰なサービスのため、改善の余地がある

＊成果未達成時の理由
感染対策を万全にしたうえで実施している支館もあったが、コロナ渦により人と人とが対面で実施する事業は全般的に中止となっ
たため。

評価の視点 評価結果

妥
当
性

・市が実施するよう法令等で義務づけられている 妥当性評価

・法令等で義務づけられてないが、実施しなければ多くの対象の生活や活動等に支障をきたす a  高い
b やや高い
c やや低い
d  低い

・市が事業へ関与する必要が薄れている

・対象者は限定的であるが社会的弱者等を対象としている

・利用者、対象者の減少など、市民ニーズの低下傾向がみられる

・現在の市を取り巻く環境からも目的・意図する成果は妥当である
c

・事業開始当初の目的から変化してきている

・厳しい財政状況の中、実施する緊急性が認められない

― 100 100

― 23.8 10.42
2 支館長研修参加率

支館長対象研修の参加率。研修参加支館
長延べ人数／（21支館×研修回数）。

％
―

9.2 15.0 15

15.1 0.98 0.44
1 支館事業参加人数割合

支館が主催した事業の参加人数の人口に対する割合（毎
年度3月31日を人口を基準とする） ％

15.2

2550.00% （↑）

成果指標（意図の数値化） 計算方法又は説明 単位
R01目標 R02目標 R03目標 R04目標

R01実績 R02実績 R03実績

コ
ス
ト
評
価 コスト評価（対前年比） *** 7.14% （↓） 54.90% （↓）

18,039

対象１単位あたりのコスト（千円） 2 28 51 2

R04年度予算

対象（ 支館事業参加人数 9923 644 284 10000

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算

投入コスト合計（千円） 17,940 17,745 14,499

21 21 21

岱明町公民館支館事業支
援業務

支館活動を通したまちづくりの
支援を行う。

支援支館数 支館 4 4 4 4

玉名市公民館支館活動推
進事業

公民館支館運営のために委託料
を支出し、活動支援を行う。

委託料交付団体数 団体 21

R02実績 R03実績 R04計画

玉名市公民館支館長育成
事業

支館長会議・研修会を開催す
る。

研修会実施回数 回 2 1 2 3

事務事業を構成する細事業 手段（細事業の具体的内容） 活動指標 単位 R01実績
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